
ニュートリノの質量は、地球全体を用いて量子力学の実験を行うことによって発見されました。
実験ではニュートリノはフレーバーの定まった状態として観測されます。しかし、実はその状
態のニュートリノは、はっきり質量が決まった状態の量子力学的な重ね合わせなのです。ニュ
ートリノが進むにつれて、私たちが測定するフレーバー状態は、振動しながら入れ替わって
ゆきます。この振動を記述する方程式は、距離とエネルギーと共に、状態の重ね合わせの程
度を表す混合角（θ）、および質量の違いの程度を表す質量の2乗差（Δm2）の関数となっています。
真上から降ってくる大気ニュートリノ（IPMU News No. 7, p. 52参照）と下から数千kmを通過
してくる大気ニュートリノの振る舞いを比較することにより、混合角と質量の2乗差が測定さ
れました。下からやってくるニュートリノは、約50%の確率で簡単には測定できないタイプ
のニュートリノに変身します。このことは、スーパーカミオカンデのデータで、上向きのµ粒
子的事象が期待値のおよそ半分しか観測されないことから分かります。
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